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熊本城マラソンにボランティアとして参加
第21回熊本県理学療法士学会記念講演
活動報告
第22回テーピング講習会 ほか
理学療法体験記

ど
ん
な
仕
事
な
の
？
ど
う
し
た
ら
な
れ
る
の
？　

理
学
療
法
士
が
お
教
え
し
ま
す

当協会は保健・医療・福祉の発展に寄与し「元気で住みやすい熊本県」になるよう努力します

理
学
療
法
士
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どんな仕事なの？どうしたらなれるの？　
理学療法士がお教えします

　皆様は理学療法士とはなにか知っていますか？一重にリハビリと言っても、
理学療法士、作業療法士、言語療法士など様々な職種があり、それぞれが専
門分野を担って対象者への介入を行っています。我が国では2010年頃より
65歳以上の人口の割合が全人口の約21％を占めるとされる超高齢化社会
を迎え、リハビリに対する需要が高まってきている時代といえます。今回は、
その｢理学療法士｣に焦点を当て、ご紹介したいと思います。

理
学
療
法（
士
）っ
て

何
を
す
る
の
？

理
学
療
法
士
っ
て

ど
こ
に
い
る
の
？

⬇ このようなことを主に行っています ⬇
　

ま
ず
理
学
療
法
と
は
、心
と
身
体
の

両
面
か
ら
機
能
回
復
・
維
持
・
予
防

を
目
的
に
運
動
や
物
理
的
手
段（
温
熱

や
電
気
な
ど
）を
用
い
て
行
わ
れ
る
治

療
法
で
す
。
さ
ら
に
、日
常
生
活
を
維

持
す
る
為
の
指
導
や
社
会
生
活
の
た

め
の
福
祉
用
具
、住
宅
環
境
、在
宅
ケ

ア
の
調
整
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

理
学
療
法
士
は
、主
に
左
記
に
示

す
よ
う
な
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
は
対
象
者
ひ
と
り
ひ
と

り
に
つ
い
て
身
体
能
力
や
生
活
環
境

等
を
十
分
に
評
価
し
、そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
や
支
援

を
し
て
い
き
ま
す
。

▼
医
療
サ
ー
ビ
ス

　

病
院　

診
療
所

▼
保
健
サ
ー
ビ
ス

　

特
定
保
健
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
予
防

▼
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン　
　

　

老
人
保
健
施
設

　

住
宅
改
修
・
福
祉
用
具
の
ア
ド
バ
イ
ス

▼
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

市
・
区
役
所　
　

保
健
所

　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

障
が
い
児（
者
）通
所
・
入
園
学
校

　

特
別
支
援
学
級
・
学
校

▼
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
事
業

　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

　

ス
ポ
ー
ツ
障
害
予
防

▼
研
究
開
発
事
業

　

大
学
院　
　

研
究
所

　

理
学
療
法
関
連
企
業

今
後
の
活
躍
分
野

理学療法士になるには

　

最
近
で
は
後
期
高
齢
化
社
会
に
伴

い
、福
祉
施
設（
老
人
保
健
施
設
や
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
）で

の
需
要
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、医
師
や
看
護
師
の
不
足
や
医
療

費
・
介
護
費
を
削
減
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
背
景
か
ら
、訪
問
看

護
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
所
に
お
け
る
理
学
療
法
士
の
需
要

が
増
加
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
の
分
野
以
外
で
は
、ス

ポ
ー
ツ
分
野
で
活
躍
す
る
理
学
療
法

士
が
増
え
て
い
ま
す
。
近
年
は
健
常

者
の
健
康
意
識
が
高
ま
り
、フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ジ
ム
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

な
ど
に
お
い
て
理
学
療
法
士
の
需
要

が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
の
世
界
で
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
理
学
療
法

士
も
い
ま
す
。

｢起き上がる｣｢立つ｣
｢歩く｣など、日常生
活において基本とな
る動作の獲得を目指
します。

関節可動域検査、筋
力検査、動作分析な
どの検査を行い、身
体機能や症状の評価、
分析を行います。

　理学療法士として仕事をするには国家資格が必要です。
理学療法士の国家試験を受験するためには、養成校で3
年以上学び、必要な知識と技術を身につけることが必要
です。養成校には4年制大学、短期大学(3年制)、専門
学校(3年制、4年制)、特別支援学校(視覚障害者が対
象)があります。熊本県内に理学療法士養成校は6校あ
り、4年制大学と4年制専門学校が主となっています。
学校それぞれに特色がありますので、気になる学校があ
りましたらオープンキャンパスなどに行ってみてはいか
がでしょうか。
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基本動作能力の改善 個々の身体機能や症状の評価・分析

予防や治療の目的で
筋力運動やバランス
改善運動、腰痛体操な
ど、対象者に合った運
動療法を行います。

評価や分析の結果か
ら対象者の問題点を
抽出し、最適な治療
と予防のためのプロ
グラムを提供します。

運動療法で、正しい動きの学習の指導 最適な理学療法プログラムの作成

マッサージや温熱、
寒冷、電気などの物
理療法を行います。

地域やご自宅にて、生
きがいのある生活を送
れるように、住宅改修
や福祉機器の効果的な
使い方をアドバイスし、
社会への参加をサポー
トします。

痛みや麻痺の回復に物理療法を行う 自立した生活のサポート

★フィットネスジムや
　スポーツジム
★スポーツチームへの帯同
★プロスポーツ選手
　のサポート
　etc…

最近ではこんなところにも…

［熊本県内の理学療法士養成校］

7

QRコードを読み取ると、各養成校のホームページにアクセスできます！
参考文献：公益社団法人日本理学療法士協会発行リーフレット

熊本市小山2-25-35

熊本総合医療
リハビリテーション学院

熊本市中央区本山3- 3-84

九州中央
リハビリテーション学院

熊本市北区和泉町325

熊本保健科学大学
玉名市富尾888

九州看護福祉大学

熊本市西区春日21-15

熊本駅前
リハビリテーション学院

宇城市三角町波多2864-111

メディカル・カレッジ
青照館
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訪問看護ステーション清雅苑 江口　宏

理学療法士の仕事PT  Worker

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
在
宅

で
生
活
す
る
様
々
な
ケ
ガ
や
ご
病
気
の
方
へ

訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

対
応
疾
患
の
一
部
と
し
て
は
、
大
腿
骨
頸

部
骨
折
や
圧
迫
骨
折
な
ど
の
整
形
疾
患
、
脳

血
管
の
ご
病
気
の
脳
卒
中
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
や
脊
髄
小
脳
変
性
症
な
ど
の
神
経
難
病
、

廃
用
症
候
群
（
閉
じ
こ
も
り
に
よ
る
筋
力
低

下
な
ど
）で
す
。

　

退
院
直
後
や
在
宅
生
活
中
で
は
あ
る
が

徐
々
に
活
動
性
が
低
下
し
生
活
に
支
障
を
き

た
し
た
方
な
ど
に
向
け
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

退
院
直
後
か
ら
体
の
状
態
と
環
境
と
の
不

一
致
や
、
自
宅
内
で
の
役
割
や
趣
味
活
動
の

損
失
に
よ
り
、
寝
た
き
り
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
環
境
調
整

や
自
主
練
習
の
指
導
、
ご
家
族
へ
の
介
護
方

法
の
指
導
を
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

開
始
当
初
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　

在
宅
生
活
の
安
定
し
た
ご
利
用
者
の
方
は
、

ご
自
分
の
時
間
を
有
意
義
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

家
庭
や
社
会
で
の
役
割
の
再
獲
得
や
趣
味
活

動
を
再
開
す
る
な
ど
実
現
を
は
た
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
て
い
る
施
設
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

日本理学療法士協会「理学療法士ガイド」より引用

朝
礼
風
景

生きがいづくりのための外出練習
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訪問リハビリテーション特集

　

私
た
ち
は
熊
本
市
北
区
に
あ

る
熊
本
機
能
病
院
併
設
の
事
業

所
か
ら
北
区
･合
志
市
な
ど
半
径

約
6
キ
ロ
圏
内
を
中
心
に
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

当
事
業
所
は
平
成
5
年
か
ら

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
し
ま
し

た
。
日
本
で
最
も
歴
史
の
長
い

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
事
業
所
の
一
つ

で
す
。

　

脳
卒
中
や
神
経
難
病
、
ケ
ガ

な
ど
で
入
院
し
心
身
に
障
害
の

あ
る
方
が
退
院
す
る
と
、
住
み

慣
れ
た
自
宅
な
の
に
ま
ず
玄
関

の
段
差
を
あ
が
る
の
に
苦
労
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
無
意
識
に

行
っ
て
い
た
ド
ア
の
開
閉
や
、

病
棟
に
は
な
か
っ
た
カ
ー
ペ
ッ

ト
上
で
歩
く
際
な
ど
自
宅
内
を

動
く
こ
と
自
体
の
難
し
さ
に
愕

然
と
し
ま
す
。
そ
し
て
生
活

す
る
こ
と
自
体
に
疲
れ
果
て
て

し
ま
う
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
動
く
こ
と

が
つ
ら
く
な
り
、
在
宅
復
帰
す

る
と
一
日
中
じ
っ
と
し
て
い
る

「
閉
じ
こ
も
り
」と
い
う
状
態
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
事
業
所
は
日
本
で
最
も
早

く
こ
の
現
状
に
着
目
し
、
約
25

年
間
疾
病
と
障
害
を
併
せ
持
っ

た
在
宅
生
活
者
の
「
生
活
の
再

建
」と
「
生
活
の
質
の
向
上
」を

掲
げ
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
着

け
て
き
ま
し
た
。

　
「
生
活
の
再
建
」と
は
、
そ
の

人
ら
し
く
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
追
求
し
立
て
直
す
こ
と
を

い
い
ま
す
。「
生
活
の
質
の
向

上
」と
は
、
生
活
上
で
の
身
体

的
な
苦
痛
を
取
り
除
く
だ
け
で

な
く
、
精
神
的
、
社
会
的
活
動

を
含
め
た
総
合
的
な
活
力
、
生

き
が
い
、
満
足
度
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
理
念
に
基
づ
い
て

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
遂
行
す
る
た

め
に
、
当
事
業
所
の
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
は
日
々
研
鑽

を
つ
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
一
人
で
も
多
く
の
疾
病
と

障
害
を
併
せ
持
っ
た
在
宅
生
活

者
の
人
生
を
し
っ
か
り
支
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

回復期

回復期リハビリテーション病棟

（機能回復・ADL向上・自宅復帰）
など

生活期

通所リハ・訪問リハ・短期入所
（生活機能の維持・向上、自立生活の推進・
介護負担の軽減、QOLの向上）

医療療養病床、介護老人保健施設 
（生活機能の維持、向上） など

入院
入所

在宅

急性期

急性期病床
（早期離床・早期リハ開始）

　理学療法士は、ケガや病気などで身体に障がいのある人や障がいの
発生が予測される人に対して、基本動作能力（座る、立つ、歩くなど）
の回復や維持および障がいの悪化の予防を目的に、運動療法や物理療
法（温熱、電気などの物理的手段を治療目的に利用するもの）などを用
いて、自立した日常生活が送れるよう支援する医学的リハビリテー
ションの専門職です。
　生き甲斐やその人らしさをサポートする自立支援、生活支援、健康
増進、介護予防などの分野や、教育や研究などさまざまな場面で活躍
しています。
　今回は理学療法士としての役割を、生活期における「訪問リハビリ
テーション」に焦点を当てて紹介していきます。

理学療法士ってどんな仕事？ 私たちはこんな仕事をしています！

理学療法士のお仕事

訪問リハビリ

玄関先の改修前玄関先の改修後

（写真掲載はご本人の承諾済み）
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活 動 報 告

いきいき未来のつどい第22回テーピング講習会

　平成30年2月4日に岡部病院にてスポーツ班主催に
よるテーピング講習会を開催しました。参加者は12名
(理学療法士9名、作業療法士1名、一般参加2名)で
した。内容としては、午前中にアスレティックテーピ
ングの基礎知識と限界、基本的な技術・扱い方の講義
を行い、午後は足関節のテーピング技術の習得を目標
に実技を行いました。
　今回は参加者2名に対してスタッフが1名でサポー
トを行い、細かいところ
まで伝えることができた
と感じました。今後も
テーピングの効果・技術
の普及活動を行っていき
たいと思います。

　平成30年2月25日に清水公民館において第34回いき
いき未来のつどいが開催されました。
　いきいき未来のつどいとは、北区役所管内の保健・医
療・福祉分野の関係者と地域住民とが互いに連携しなが
ら、安心して暮らせる地域づくりを目指して活動してい
る団体です。理学療法士協会としては、午後からの体験
コーナーにおいて腰痛予防・尿漏れ指導･スパイロメー
ターを用いての肺機能検査を実施しました。体操の指導
や口頭でのアドバイスを行い、
参加された住民の方々への
健康指導を行いました。住民
の方々も喜ばれており、健康
に対する意識改革が出来たの
ではないかと思います。

　平成30年3月4日に平成唯仁館で『震災からの復興～
自分の体の状態を知りこれから先も健康で過ごすため
に～』と題し、市民公開講座を開催しました。益城町民、
民生委員の方々など20名近い方の参加を頂きました。
震災を振り返るとともに、運動機能検査や体組成計な
どにより自分の体を知り、これからも元気に過ごすた
めに、簡単な体操を実施しました。参加者からは『こん
なに悪くなっていたとは』『自分の体を大切にしようと
思った』などの意見を頂
きました。復興に向けて
道半ばですが、地域住民
の健康のために理学療法
士として尽力していきた
いと思います。

　3月21日に宇城市保健福祉センターにおいて、宇城
市健康フェア2018｢血圧管理で血管いきいき！｣が開催
されました。例年通り体力測定(片脚立ち･5ｍ歩行･握
力等)を行い、今年からストレッチ体操･パネル展示を
行いました。朝からの小雨模様でメインイベントであ
るウォーキングが中止となりましたが多数の来場者が
あり、ブース参加者は過去最高の128名の参加を得るこ
とができました。地域の健康増進活動に積極的にかか
わることで日常勤務では
得られない経験ができま
した。今後も予防活動に
貢献できるように活動し
ていきます。

宇城市健康フェア2018熊本市東ブロック市民公開講座

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
8
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
‼

第
21
回
熊
本
県
理
学
療
法
士
学
会
に
て

記
念
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
‼

　

平
成
30
年
2
月
18
日
（
日
）に
熊
本
城
マ

ラ
ソ
ン
2
0
1
8
が
開
催
さ
れ
、
今
年
は

約
1
2
、0
0
0
名
の
完
走
を
目
指
す
参
加

者
の
方
々
を
対
象
に
、
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

本
大
会
も
第
7
回
目
を
迎
え
ま
す
が
、

熊
本
県
理
学
療
法
士
協
会
は
市
民
ラ
ン

ナ
ー
の
皆
様
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
に
、

第
1
回
大
会
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ス
終
盤
の
36
㎞
地
点
に
ト
レ
ー

ナ
ー
ブ
ー
ス
を
設
け
、
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ

班
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
各
施
設

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
21
名
の
協
力

の
下
、
対
応
を
行
い
ま
し
た
。
治
療
用

ベ
ッ
ド
や
マ
ッ
ト
を
準
備
し
て
の
ス
ト

レ
ッ
チ
、
沿
道
で
は
ア
イ
シ
ン
グ
や
ス
プ

レ
ー
式
消
炎
鎮
痛
剤
で
の
応
急
処
置
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
以
上
に
気
温

が
高
く
な
り
、
脱
水
や
痙
攣
な
ど
の
症
状

で
ブ
ー
ス
を
訪
れ
る
ラ
ン
ナ
ー
の
方
々
が

多
く
、
沿
道
で
の
ア
イ
シ
ン
グ
も
列
が
で

き
る
程
で
し
た
。
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の

利
用
者
と
合
わ
せ
て
約
1
、5
0
0
名
が
利

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
の
方
々
よ
り
、「
身
体
が
軽
く

な
り
ま
し
た
！
」「
こ
れ
で
ま
た
頑
張
れ
そ

う
で
す
！
」な
ど
の
お
声
を
頂
き
ま
し
た
。

わ
ず
か
な
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
苦

し
い
距
離
か
ら
の
ス
パ
ー
ト
を
援
護
で
き

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
来
年
も
熊
本
県
理
学
療
法
士
協
会

は
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
様
方
を
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

　

平
成
30
年
2
月
25
日（
日
）に
九
州
看
護

福
祉
大
学
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
21
回

熊
本
県
理
学
療
法
士
学
会
に
て
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
を
熊
本
大
学
名

誉
教
授
・
熊
本
大
学
教
職
大
学
院
シ
ニ
ア

教
授
で
あ
る
吉
田
道
雄
先
生
に
お
願
い
し
、

テ
ー
マ
を「
元
気
な
職
場
創
り
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
―N

ever 
Ending Challenge 

の
す
す
め
」と
題
し

て
の
公
開
講
座
で
、2
0
0
名
近
く
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

吉
田
道
雄
先
生
は
グ
ル
ー
プ
ダ
イ
ナ
ミ

ク
ス
を
専
門
と
さ
れ
て
お
り
、現
在
ま
で

に
様
々
な
実
績
あ
る
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
手

掛
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
講
演
は
職
場
に
お

け
る「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」と
個
人
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」

を
促
進
す
る
た
め
に
、１
つ
目
はN

ever 
Ending Challenge

の
こ
こ
ろ
、2
つ
目

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
対
人
関
係
の

イ
ン
フ
ラ
作
り
、そ
し
て
最
後
に
こ
と
ば

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
3
つ
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
中
心
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
、わ
か
り
や
す
く
、立
ち
見
が
出
る

ほ
ど
の
盛
況
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、職
場
で
の
人
間
関
係

を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
べ
た
等
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
進
み
、世
の
中
が
変
動
し

て
い
く
中
で
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専

門
職
と
し
て
我
々
理
学
療
法
士
に
は
今
回

の
学
会
の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た「
変
容
」が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
専
門
職
と
し
て

こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識
・
経
験
に
加
え「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」力
も
今
以
上
に
必

要
と
な
り
、「
変
容
」の
一
部
分
と
し
て
、今

回
の
講
演
内
容
は
と
て
も
有
意
義
な
も
の

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ボランティアスタッフに
よるストレッチ風景  ▶

吉田道雄先生による記念講演

熊本県理学療法士
協会の公益事業の
報告をします

KPTANEWS協会ニュース
Vol.13

アイシングは
おまかせあれ！



協会ホームページ

熊本県理学療法士協会 検 索 ケータイからも
アクセスできます！

http://www.kumamoto-pt.org/

公益社団法人

熊本県理学療法士協会

編／集／後／記

TEL/FAX 096-389-6463
〒861-8045 熊本市東区小山2丁目25-35
E-mail：kpta_kat@mtg.biglobe.ne.jp

　今回は｢理学療法士｣について
特集をさせて頂きました。私自
身、患者様との関わりの中で｢理
学療法士って何をするの？｣との
言葉を多く耳にします。今回の
特集が日常生活において心身に
不安がある方々や、将来理学療
法士を目指したいと考えている
方々の目に留まり、興味を持っ
ていただければ幸いです。　

　 (広報宣伝部　福田哲郎)

〈シンボルマークコンセプト〉
　テーマは『共創』です。人とひとが向かい
合い、手と手を取り合う姿を、熊本の地形を
デフォルメしたデザインに託しています。

赤：火の国、青：水の都、緑：阿蘇・天草

実際に理学療法を受けて
おられる県民の皆様の声
を掲載しています。 

理学療法

体験記
理学療法

体験記

70
代 

女
性（
熊
本
市
北
区
在
住
）

　

後
期
高
齢
者
と
な
り
、
骨
折
だ

け
は
し
な
い
よ
う
に
と
普
段
か
ら

心
掛
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
石
段

で
転
び
足
を
骨
折
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

元
々
運
動
や
食
事
等
気
を
配
っ

て
は
い
ま
し
た
が
、
今
は
理
学
療

法
士
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
受

け
な
が
ら
、
衰
え
ゆ
く
体
力
・
筋

力
の
回
復
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
退
院
後
の
こ
と
を
思
い
、

日
常
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る

日
々
で
す
。
い
つ
も
明
る
く
支
え

て
下
さ
る
、
理
学
療
法
士
の
方
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

⬇ 当協会ホームページもご覧ください！ ⬇

理学療法士を
目指しませんか？

ご一緒に
いかがですか？

耳寄りな情報
詰まってます!


